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　「
九
条
へ
の
想
い
」
へ
の
４

　
０
０
字
程
度
の
原
稿
を
お
待

　
ち
し
て
い
ま
す
。

 
 

「
四
方
を
敵
に
囲

ま
れ
て
、
頭
の
上
を

ビ
ュ
ン
ビ
ュ
ン
弾
が

飛
ん
で
る
ん
だ
。
そ

ん
な
中
銃
弾
に
倒
れ

た
戦
友
の
腕

を
も
ぎ
取
っ
て
、
肩

に
担
い
で
帰
り
、
遺

骨
に
し
て
遺
族
に

送
っ
て
あ
げ
た
ん
だ
よ
。
」

こ
れ
は
、
私
が
子
ど
も

の
頃
、
父
か
ら
聞
い
た
話

で
あ
る
。
大
ス
ク
リ
ー
ン

で
見
る
映
画
よ
り
も
、
リ

ア
ル
で
想
像
力
を
掻
き
立
て

て
目
を
丸
く
し
て
聞
き
入
っ

た
も
の
で
あ
る
。
赤
紙
一
枚

で
戦
地
に
連
れ
て
い
か
れ
、

戦
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

父
。
男
達
の
留
守
を
守
る
為
、

奔
走
し
や
が
て
内
地
に
ま
で

及
び
、
東
京
大
空
襲
を
経
験

し
た
母
。

そ
ん
な
記
憶
は
、
ま
だ
私

の
子
ど
も
の
頃
に
は
鮮
明
に

残
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
よ

く
聞
か
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
母
は
、
去
年
の
暮

れ
に
、
父
は
10
年
前
に
他
界

し
た
。
そ
ん
な
父
母
だ
が
、
晩

年
は
全
く
と
言
っ
て
い
い

程
、
戦
中
の
事
は
口
に
し
な

か
っ
た
。
平
和
に
慣
れ
て
し

ま
っ
た
の
か
。
幸
せ
だ
っ
た

の
な
ら
、
そ
れ
は
と
て
も

良
い
こ
と
だ
。
し
か
し
幼

い
頃
か
ら
、
平
和
の
大
切

さ
、
命
の
大
切
さ
、
民
主
主

義
の
大
切
さ
を
教
え
込
ま

れ
た
私
達
は
、
平
和

ボ
ケ
な
ど
し
て
は
い

ら
れ
な
い
。
憲
法
九

条
は
、
ど
う
し
て
も

守
ら
な
け
れ
ば
、
と
思
う
。

清
水
在
住
　
　
小
原
　
八
枝
子

　
今
年
も
野
田
市
中
央
公
民

館
１
階
ロ
ビ
ー
、
会
議
室
、
講

堂
、
講
座
室
を
使
い
、
平
和

と
戦
争
に
つ
い
て
じ
っ
く
り

考
え
る
集
ま
り
を
展
開
し
ま

す
。

　
野
田
九
条
の
会
も
実
行
委

員
会
に
参
加
。
あ
ま
り
報
道

さ
れ
な
い
ア
メ
リ
カ
兵
士
の

実
態
を
描
い
た
映
画
「
ア
メ

リ
カ
ば
ん
ざ
い
」
の
上
映
や
、

『
変
わ
る
自
衛
隊
　
と
め
ど

な
い
日
米
一
体
化
」
と
題
す

る
東
京
新
聞
記
者
の
半
田
滋

さ
ん
の
講
演
な
ど
の
催
し
は

今
年
も
必
見
で
す
。

　
展
示
部
門
で
は
、
原
爆
の

写
真
に
加
え
、
裁
判
で
長
く

闘
っ
て
き
た
被
害
者
訴
訟
の

問
題
も
展
示
し
ま
す
。
ま
た

昨
年
開
か
れ
た
九
条
世
界
会

議
の
資
料
か
ら
世
界
か
ら
期

待
さ
れ
る
九
条
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
で
活
動
す
る
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
会
の
活
動
、
戦
争
中

の
食
生
活
と
し
て
代
替
し
ょ

う
ゆ
の
展
示
も
。

　
毎
年
好
評
の
み
ん
な
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
今
年
は

色
紙
に
関
綾
子
さ
ん
と
、
絵

手
紙
の
先
生
の
絵
も
加
え
て

作
成
中
で
す
。
お
楽
し
み

に
！
８
月
８
日
（
土
）
、
９
日

（
日
）
熱
く
語
り
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

「
南
地
域
九
条
の
会
」
　
４
月

に
行
っ
た
「
靖
国
」
を
見
る
会

で
は
40

人
の
参
加
が
あ
り
、

活
発
な
意
見
交
換
も
行
わ
れ

た
。
メ
ン
バ
ー
が
手
分
け
を

し
て
チ
ラ
シ
ま
き
も
し
た
。

徐
々
に
新
し
い
参
加
者
も
増

え
て
い
る
。
毎
月
第
１
日
曜

日
　
南
部
公
民
館
で
開
催
。

「
ケ
ヤ
キ
九
条
の
会
」
　
戦
後

の
出
来
事
に
つ
い
て
年
表
を

使
っ
て
学
習
を
し
た
。
改
め

て
年
表
で
追
っ
て
み
る
と

は
っ
き
り
と
変
化
が
わ
か
る
。

学
習
し
た
こ
と
を
今
年
の
平

和
の
た
め
の
戦
争
展
で
発
表

す
る
。
毎
月
第
４
日
曜
日
午

前
欅
の
ホ
ー
ル
内
で
開
催
。

＊
詳
し
い
日
時
な
ど
は
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

定例会　　７月１１日（土）ＰＭ２時～

　　　　　　　　欅のホール４階研修室

署名活動　７月９日（木）ＰＭ５時～６時

　　　　　　　　愛宕駅前



２年前、テレビで戦時中の食についての番組を見まし

た。「ガソリン芋」と呼ばれる甘みのないサツマイモや道端

の雑草と代替え調味料で作ったアクの強いスイトンなど、現

在では食べ物と呼べないような食事の数々が紹介されまし

た。これに興味を持ち、もう少し知りたいと思ってめぐり合っ

たのが、『戦下のレシピ―太平洋戦争中の食を知る』でし

た。この本では、上段  に戦争の経過と食

生活の変化を、下段  には生るための「知

恵」の料理（レシピ）が  紹介されています。 

昭和初期は裕福で  モダンな食生活で

もありましたが、一転し  て戦争と共に訪れ

た食糧難。「飢餓」が  もう一つの「戦争」で

あったことがよくわかり  ます。飽食と言われ

る時代に生きる私は、  こんな時代はイヤだ

と思いました。しかし、  それは今でも地球

上のどこかでおきて  いることなのです。

こんな生活を二度と  経験しないよう「戦

争」は絶対あってはな  らないことだと痛感

しました。 

新婦人では、この本を参考に、昨年の「平和のための戦

争展のだ」で、戦時中の食について展示発表を行いました

が（食べられる雑草の実物、スベリヒュのお浸し、アカザの

ごま和え、南瓜あんのふすま入りまんじゅう、一升瓶の精米

機など)、たくさんの方々から好評を頂きました。今年は、野

田ならではの｢代用醤油の作り方｣など、バージョンアップし

た展示を予定しています。 

８月８、９日の「平和展」には、ぜひみなさまお誘い合わ

せ、中央公民館に足を運んでください。   

岡部弘美 

6 月 30 日朝のＮＨＫテレビは、「6 年余りの米軍駐留、残されたのは混乱でした。相次ぐ誤爆、米兵によるイ

ラク兵への虐待、厳しい取り締まりは一般市民にも及びました。反米感情が高まっていく中で、米兵の死者 4,300

人余りとなり撤退を求める世論を受け――。」と米軍のイラク都市部からの撤退を伝えていました。 

 「残されたのは混乱でした。」という戦争に、２００５年自民党の憲法草案の文言通り「国際社会の平和と安全

の確保」のためにと、強行成立させた「イラク特措法」をもっていち早く米英に協力した日本政府は、イラク国

民の犠牲者１０万人近くに上るといわれているこの付けをどう清算するのでしょうか。自衛隊の海外派兵を許し

てしまった私たちにも、「恒久法」、「改憲」などをどのように阻止していくのか、重い課題がのしかかっていま

す。この夏も「平和のための戦争展のだ」をはじめ各地で戦争をさせない、核廃絶実現などを求める催しが開か

れます。今年は誘い合ってたくさんの会場に出かけてみませんか。 

「
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
」
展
示
発
表 

戦
時
中
の
食
生
活 

 

｢自分の人生をダメにしたのは、テロリストでも、９・１１でもなく、イラク戦争への派遣だ。｣ 

―― イラクからの米軍帰還兵 

「無実の市民を殺しておいて、せめて説明があるべきではないでしょうか。」 

―― モスクにお祈りに行った夫を米軍に殺されたバグダットの婦人 

 

ドキュメンタリー映画  

      藤本幸久監督作品 2008 年 

「平和のための戦争展のだ 2009」にて上映 

8 月 8 日（土）1４時１５分～1６時 15 分 

野田市中央公民館 講堂 

このドキュメンタリー映画は本当に凄い。凄まじい。堤未果さん
との対談でも話した「貧困と戦争」の問題が、その現実が余すと
ころなく描かれている。貧困から、そして様々な事情から「生きる
ために」米軍兵士となり、イラクに送られて人を殺し、仲間の死体
を片付け、帰国後はＰＴＳＤに苦しみ、ホームレスとなってしまう若
者たち。 

アメリカのホームレスの 3 人に１人は元兵士と言われているとい
う。貧困地域の学校は補助金欲しさに高校生の携帯番号を軍
に売り渡し、リクルーターは「軍に入れば大学に行ける」と吹き込
み、そうしてイラクに送られていく貧しい若者たち。 

８歳の子供を殺してしまった元兵士、友達の脳みそを片付けた
女性兵士、「撃て」と言われてメチャクチャに撃ちまくった若い兵
士。 

貧しい者が戦場に送られ、より貧しいイラクの人々を殺すこと
を強いられる。この映画を観ると、イラクに送り込まれる米軍兵
士が「経済的徴兵制」の被害者である事が痛いほど伝わってく
る。で、戦争を始めたブッシュは痛くも痒くもないわけだ。ぜひ、多
くの人に観て欲しい。 

雨宮処凛（作家） 

（マガジン９条 080730up より）  

「２００９ 平和のための埼玉の戦争展」 
 
★テーマ 戦争をしない、させない平和の創造を 
★開催日 ２００９年７月３０日（木）～８月３日（月） 
★時 間 １０時３０分～１８時（最終日は１５時３０分迄） 
★場 所 ＪＲ浦和駅西口前コルソ７階ホール 
★入場無料 

１９８４年に始まった戦争展の草分けで、来場者が１万人を超し充実し

た展示が好評です。展示のほかいろいろなイベントもあります。 




